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111In-DOTA-c(RGDfK)による早期膵がんイメージングと 
RI 内用療法の可能性 

第 16 回 PET分子イメージングセミナー 

2013/3/7 (木) 17:30〜18:30 
大阪大学医学部 講義棟２階 C 講堂 

膵がんは極めて予後不良のがんであり、早期の段階から浸潤・転移が見られるため、

早期発見が予後の改善、生存率の向上に重要です。細胞接着因子の一つであるαvβ3 イ

ンテグリンは、膵がんで高発現していること、さらに、正常組織での発現が見られな

いことから、膵がん検出において優れた標的分子であると考えられます。我々は BOP
誘発ハムスター膵がんモデルを用いて、αvβ3 インテグリンイメージング剤である 111In-
DOTA-c(RGDfK)による早期膵がんイメージングの可能性について検討してきました。

本セミナーでは 111In-DOTA-c(RGDfK)による早期膵がんイメージングと RI 内用療法へ

の応用について紹介します。 
 

主 催：PET 分子イメージングセンター  

連絡先：大阪大学医学系研究科核医学講座（06-6879-3461） 

    hatazawa@tracer.med.osaka-u.ac.jp 

    http://www.tracer.med.osaka-u.ac.jp/index-jp.htm 
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